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創立60周年記念式典～実行委員長・ガバ
ナー挨拶～

【神部洋史実行委員長】昭和33年8月16

日、旭川ｸﾗﾌﾞをｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞとし当会は産

声を上げました。久保茂雄氏を初代会長

に発足し60年の歳月が流れたわけであり

ますが、先達を偲び、意思を受け継いで

いきたいと考えております。現在96名のﾒ

ﾝﾊﾞｰと共に地域社会、次世代の青少年、

世界の恵まれない地域への奉仕というﾛｰﾀ

ﾘｰの高邁な思想を受け継いで今後も活動

して行く所存です。【小山司第2510地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ】この度滝川ｸﾗﾌﾞ

が60周年を迎えられましたこと大変お慶び申し上げます。滝川ｸﾗ

ﾌﾞは昨年のﾛｰﾀﾘｰ研究会でも紹介された様に大変元気なｸﾗﾌﾞとし

てその積極的な活動と共に注目を集めております。2018-19年度

のﾊﾞﾘｰ･ﾗｼﾝ会長の「ｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝになろう」というﾃｰﾏのもとこれ

まで同様、地域社会に密接した活動を行い、奉仕の心を多くの

人々に伝える存在であり続けて頂きたいと考えております。

記念祝賀会
ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｸﾞﾙｰﾌﾟの格調高い演奏が流れる

中、佐藤副実行委員長の挨拶、ご来賓の

大河道議の乾杯の御発声へと続き祝宴が

始まりました。記念事業のゴルフ大会成

績発表を挟み、この日午前から受付や募

金活動を行った米山奨学生の高芸烊さん

のスピーチがあり、締めは恒例の「手に

手つないで」を全員で唱和し、祝賀会は

和やかな雰囲気のもと終了しました。

前回のプログラム [ 創立60周年記念例会 ]

－ 第２グループ都市連合会～大空へ翔ける夢
－

【IM実行委員会担当例会】

滝川スカイスポーツ振興

協会理事

日口 裕二様

日口様より滝川のｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ

振興の歩みと今後について

ご講演頂きました。滝川で

のｸﾞﾗｲﾀﾞｰ振興は昭和56年

の水害をきっかけに青少年

の健全な育成と航空社会へ移行していく当時の社会背景に対して

吉岡清栄市長(当時)また航空大学の教官であった吉田勝三氏、そ

して前ｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ振興協会会長の近藤良四郎氏という3名のｷｰﾏﾝの

存在が大きくあったとのことでした。その翌年には前身である滝

川航空協会を設立石狩川河川敷の占用許可を得て、北海道大学よ

りｸﾞﾗｲﾀﾞｰを譲り受け実際に飛行を開始したということでした。

また滝川のｽｶｲｽﾎﾟｰﾂを大きく進歩させたのが「北海道ｽｶｲｽﾎﾟｰﾂﾈｯ

ﾄﾜｰｸ構想」でした。その中で開発局の後藤氏と市職員の丸伊氏が

中心となり、航空公園「ｽｶｲﾊﾟｰｸ」が整備され、その後航空協会

はｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ振興協会へと組織強化を図る形で姿を変え、そこで初

代の振興課長に就任したのが自衛隊出身の池田亨氏であったとの

こと。様々な立場でこの事業に関わった何人ものｷｰﾏﾝの存在が今

日の「ｸﾞﾗｲﾀﾞｰのまち滝川」を作り上げていることをお教えいた

だきました。今後は次世代人材の育成にも力を入れていくとのこ

とで、高校生以下のｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ会員の8割がﾊﾟｲﾛｯﾄの道へ進んでい

るということから滝川ｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ出身のﾊﾟｲﾛｯﾄが現れる日もそう遠

くないという希望に満ちたお話を聞かせて頂きました。

出席報告　　　9月15日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

96名 0名 10名 85名 9名 90%

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

國立直前ガバナー、小樽南RC、岩見沢RC、砂川RC、芦別

RC、赤平RCより祝60周年・石川洋一、片山博人、大橋光

一、宗方裕之、松尾建二、菅原章二、入井浩樹、星野秀人、山

岸穣：記念事業(ゴルフ)参加者、国際ソロプチミストより祝

60周年・神部洋史、西村恒則、畠山かおる、渡辺浩司、村田

雅彦、坂本和繁、小山進、宇山昌宏、五十嵐達明、桜井寿紀、

住吉直樹：祝60周年と感謝を込めて

編集／クラブ会報委員会　　発行日：平成30年09月19日

第3100回　例会報告　平成30年9月15日（土）

創立60周年記念式典～会長挨拶～
9月6日発生した胆振東部地震で被災された多くの方々にご冥福、お見舞い申し上げ、一日も早い復興をお祈り申

し上げます。滝川周辺は人的被害は最小限でしたが二日に渡る停電と断水の為何もできない無力感に苛まれまし

た。しかし世界に目を向ければ、水・医療・教育等整っていない地域があり、紛争や飢餓で多くの命が失われて

おります。IRは発足当初からそのような地域への奉仕を行っており、その事を今回の震災で私自身改めて深く考

えさせられました。さて当ｸﾗﾌﾞは昭和33年、滝川市政施行と同じ年に誕生し、以来滝川市と共に歩み続けて参り

ました。発足当時とは経済構造が変わりゆく中、ｸﾗﾌﾞ運営にも様々な困難がありましたが、現在は96名という多くの仲間と共にしっか

りと広い視野を持ち、地域に根差した活動を続けていきこの先70、80年そして100年へと思いを繋げて参りたいと考えております。


